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農地リフレッシュ通信（25号）（H22.12.17） P04

実 施 期 間：平成21年11月28日～平成22年3月1日

対 象 面 積：0.35ha（水田）

今回の紹介地区 No.105

地 区 概 要 ：農地面積 8.1ha、うち耕作放棄地 2.08ha

放棄 の 理由 ：

荒廃 の 程度 ：

作 業 内 容：雑草の刈払・処分、明渠の補修（整地と土壌改良には農機具メーカーが協賛）

状 況

取組概要

今後の予定

平成22年度から、都市部の中高一貫教育校の第４学年の生徒約120名が、総合学
習の一環として米づくり体験に参加。23年度以降も継続利用予定。

再生作業前 再生作業実施中 再生作業後

取 組 主 体：ＮＰＯ法人（市民農園開設主体）

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用した事例

調 整 経 緯：

愛媛県 東温市 宝蔵寺地区

取組のきっかけ：

問い合わせ先：東温市地域担い手育成総合支援協議会 ☎089-964-4409 （東温市 農林振興課）

ほうぞうじとうおん

高齢化による労働力不足、鳥獣被害等

雑草の繁茂に加え、イノシシによる畦畔等の破損もみられる。
また、用排水路の復旧も必要。

地域協議会と連携し、農業委員会が地主へ働きかけ、特定農地貸付法の手続
きを経て市と協定を交わし、実施に至る

平成21年度に当該NPO法人が実施主体として開設した「里山のお米づくりプロ
ジェクト」で、当該地域内の耕作放棄地を再生し、市民農園にして活用する気運
が高まっていたところ、東温市地域担い手育成総合支援協議会が当該NPO法
人に本対策を紹介し、取組が具体化




